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平成２９年度 第３回 大学運営連絡会議事要旨 

 

日 時  平成２９年６月１３日（火） １０時３０分～１１時３２分 

 

場 所  大学本部２階大会議室 

 

出席者  学長，滝澤理事，門出理事，後藤理事，和田理事，佐々木監事， 

田中教育学部長，小坂芸術地域デザイン学部長，中村経済学部長， 

原医学部長，渡工学系研究科長，有馬農学部長，山下附属病院長， 

皆本全学教育機構副機構長，米山附属図書館長，郭シンクロトロン 

光応用研究センター長 

 

欠席者  なし 

 

陪席者  北村監事，兒玉学長補佐，鈴木学長補佐，田中学長補佐，寺本学長

補佐，岩本学長補佐，倉岡学長補佐，只木学長補佐，宮脇学長補佐，

吉永学長補佐，西郡ＩＲ室長，荒木ダイバーシティ推進室副室長，

永田海洋エネルギー研究センター長，日野低平地沿岸海域研究セン

ター副センター長（荒木センター長代理），宮武地域学歴史文化研

究センター長 

 

 

○ 学長から，平成２９年度第１回及び第２回大学運営連絡会議事要旨の確認

依頼があった。 

 

 【 報告・連絡事項 】 

（１）平成３０年度改組計画の延期について 

   後藤理事から，平成３０年度に予定していた理工学部，農学部及び大学院

創成科学研究科の改組計画について，これまでの組織再編に係る事前相談

における文部科学省からの意見等を受け，短期間での対応が困難であるこ

とから，平成３０年度改組は見送り，平成３１年度改組を目指し，改組計

画を見直すこととした旨の説明があった。 

 

（２）第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果について 

只木評価室長から，項目別の評価結果について，中期目標の達成状況は

「おおむね良好」または「良好」の評価を得ており，優れた点として，

「佐賀大学学士力」を踏まえた方針の策定，教育の質保証のためのＰＤＣ

Ａサイクル体制の確立，地域の課題を解決する教育研究の推進が挙げられ
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ている旨，特色ある点として，学生の学習到達度を把握する仕組みの構築，

ラーニング・ポートフォリオの導入やチューター制度の実施，重点領域研

究分野への研究支援，次世代エネルギーに関する研究開発プロジェクトの

実施が挙げられている旨，また，学部・研究科等の現況分析について説明

があった。 
 

（３）科研費改革講演会の開催について 

門出理事から，平成２９年６月２１日（水）に，文部科学省研究振興局

学術研究助成課企画室 松本 昌三室長補佐を講師に招き，科研費改革講

演会を開催する旨の説明があった。 

 

（４）ダイバーシティ推進体制について 

荒木ダイバーシティ推進室副室長から，本件について，国立大学法人佐

賀大学ダイバーシティ推進会議規則等が制定され，７月１１日（火）にダ

イバーシティ推進会議を開催する予定である旨，６月２日（金）にダイバ

ーシティ推進室の看板上掲式が行われた旨の説明があった。 

 

（５）その他 

   特になし。 

 

 

【 各学部等からの報告・連絡事項  】 

（１）活動現況等について月例報告 

   各学部等から報告があった。 

 

（２）その他 

   特になし。 

 

 

【 その他 】                           

   特になし。 

 

 

以 上 


